
Makers
令和６年度が終わります。１年を振り返って成長を感じていますか。
れい わ ねん ど お ねん ふ かえ せいちょう かん

生徒の皆さん、先生方、一年間の学びの活動への取組、お疲れ様でした。保護者の皆様や地域
せい と みな せんせいがた いちねんかん まな かつどう とりくみ つか さま ほ ご しゃ みなさま ち いき

の皆様には米工の教育活動をご支援いただきありがとうございました。
みなさま べいこう きょういくかつどう し えん

学校は年度単位での活動です。昨日は終業式に続き、離退任式を行い13名の教職員を送り出
がっこう ねん ど たん い かつどう き の う しゅうぎょうしき つづ り たいにんしき おこな めい きょうしょくいん おく だ

しました。お世話になった方々の今後の活躍をお祈りしています。
せ わ かたがた こん ご かつやく いの

週末に大山町米工会の総会があり出席しました。議事の後、講演会として琴浦町にある伯
しゅうまつ だいせんちょうべいこうかい そうかい しゅっせき ぎ じ あと こうえんかい ことうらちょう ほう

耆稲荷神社宮司河合鎮徳様のお話を伺いました。元小学校の先生でありとてもリズミカルで
き いな り じんじゃぐう じ かわ い やすのりさま はなし うかが もとしょうがっこう せんせい

お上手なお話でした。演題は「母校が築く 地域づくり 町づくり」です。宮司さんは小学校
じょう ず はなし えんだい ぼ こう きず ち いき まち ぐう じ しょうがっこう

の先生でした。そこでは米工卒業生がＰＴＡ活動で活躍されていたそうです。また、いろいろ
せんせい べいこうそつぎょうせい かつどう かつやく

なところから招かれる中で、地域で活動する米工卒業生にたくさん出会われていることもお話
まね なか ち いき かつどう べいこうそつぎょうせい で あ はな

しくださいました。その経験から米工卒業生の皆さんには発想が豊かで地域づくりに貢献して
けいけん べいこうそつぎょうせい みな はっそう ゆた ち いき こうけん

いる方が多いと感じていらっしゃるとのことで、この演題に決められました。
かた おお かん えんだい き

私たちは自分のためだけに学んでいるのではないと思います。地域の皆さんを始め、極論
わたし じ ぶん まな おも ち いき みな はじ きょくろん

すれば今を生きる世の中の皆さん、そして後世を生きる人たちのため、縦軸、横軸につながる
いま い よ なか みな こうせい い ひと たてじく よこじく

人々の誰もが安心して過ごせる世界、誰もが心豊かに過ごせる世界を創って行くことが学び
ひとびと だれ あんしん す せ かい だれ こころゆた す せ かい つく い まな

の大きな目的だと思います。米工卒業生はそれを実践し、この地域を支えていることを宮司さ
おお もくてき おも べいこうそつぎょうせい じっせん ち いき ささ ぐう じ

んのお話から伺うことができ、とても嬉しく思いました。
はなし うかが うれ おも

在校生の皆さんも、そんな先輩方の後を引き継ぎ、地域
ざいこうせい みな せんぱいがた あと ひ つ ち いき

を支え、ひいては世界を支える人となってくれることを
ささ せ かい ささ ひと

期待しています。
き た い

新しい年度が目前です。１年後に成長を感じられる令和
あたら ねん ど もくぜん ねん ご せいちょう かん れい わ

７年度にしてください。
ねん ど

校長 松川 明義
こうちょう まつかわ あきよし

伯耆稲荷神社

米工通信 第３５４号

令和７年３月２５日

鳥取県立米子工業高等学校

【 行 事予定】
ぎよう じ よ てい ９日(水)：始業式、入学式

にち すい し ぎょうしき にゅうがくしき

10日(木)：対面式、クラブ紹介、課題テスト（２，３年）
にち もく たいめんしき しょうかい か だい ねん

11日(金)：課題テスト、非行防止教室(１年)、着こなしセミナー(１年)
にち きん か だい ひ こうぼう し きょうしつ ねん き ねん

14日(月)：課題テスト（１年）、オリエンテーション（１年）
にち げつ か だい ねん ねん

べいこう
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https://www.torikyo.ed.jp/yonagoko-h/

